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春の全国火災予防運動 期間：3月1日（日）～3月7日（土）
『
急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し
』

全
国
統
一
防
火
標
語

箕面市防火作品 図画の部 入賞　
（春の防火ポスター採用作品）

箕面市立とどろみの森学園　３年　中野　空

消防士の訓練動画や
消防の魅力を
投稿しています。

箕面市消防本部

公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

箕面市PRキャラクター
滝ノ道 ゆずる

災害状況 2月1日現在

◆火災
◆救急
◆救助

…………… 7件
………  756件
………… 16件

〈箕面市内〉
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防
火・防
災
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演
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を
開
催

防
火・防
災
講
演
会
を
開
催

箕
面
市
防
火
協
会
事
業
内
容

箕
面
市
防
火
協
会
事
業
内
容

令和７年度 事 業 報 告
　

令
和
七
年
十
月
八
日（
水
）、会
員
事
業
所
に
お
け

る
防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、箕
面
市
消

防
本
部
に
お
い
て
防
火
・
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、四

十
二
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、独
立
行
政
法
人 

製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構（
通
称
ナ
イ
ト（
N
I
T
E
））の
岡
田
大
樹
様
を

お
招
き
し『
身
近
に
起
こ
る
製
品
事
故
』と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
田
様
は
、独
立
行
政
法
人 

製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
に
入
職
さ
れ
認
定
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
経
て
、現

在
は
製
品
安
全
セ
ン
タ
ー
製
品
安
全
広
報
課
主
任
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、数
々
の
製
品（
モ
バ
イ
ル
バッ
テ
リ
ー
や
電
気

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
家
庭
用
電
気
製
品
や
脚
立
、梯
子
な

ど
）を
対
象
に
事
故
情
報
を
収
集
し
、公
平
か
つ
中
立

の
立
場
で
調
査
・
分
析
し
て
原
因
究
明
、リ
ス
ク
評
価
が

行
わ
れ
た
事
故
事
案
を
基
に
、類
似
事
故
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
実
験
映
像
な
ど
を
交
え
数
々
の
事
案

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
講
演
い
た
だ
き
、参
加
し
た
皆
さ
ん

は
熱
心
に
聴
き
入
り
、盛
会
の
内
に
閉
会
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
七
年
十
一
月
十
二
日（
水
）、兵
庫
県
三
田
市
内

の「
兵
庫
県
立 

人
と
自
然
の
博
物
館
」と「
株
式
会
社

コ
ー
ア
ツ 

三
田
工
場
」に
お
い
て
、優
良
防
火
施
設
視

察
研
修
会
を
実
施
し
、十
九
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
兵
庫
県
立 

人
と
自
然
の
博
物
館
」で
は
当
該
博

物
館
の
研
究
員
に
よ
る
講
義「
地
域
防
災
と
神
社
」を

聴
講
し
ま
し
た
。各
地
の
神
社
と
津
波
や
地
震
、自
然

 

一 

春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
推
進

二 

人
命
の
安
全
確
保
を
基
盤
と
し
た
広
報
活
動
の
推
進

三 

各
種
講
習
会
、視
察
研
修
会
の
実
施

四 

職
場
防
火
の
推
進
と
遵
法
精
神
の
高
揚

五 

消
防
団
、地
域
自
主
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
助
成

六 

会
員
事
業
所
に
対
す
る
消
火
器
の
購
入
及
び
詰
替
の
斡
旋

七 

会
員
相
互
の
親
睦

優
良
防
火
施
設
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研
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を
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催
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設
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催

消
防
団
歳
末

　
消
防
特
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警
戒
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激
励

消
防
団
歳
末

　
消
防
特
別
警
戒
の
激
励

　

令
和
七
年
十
二
月
二
十
八
日（
日
）〜
三
十
日（
火
）

に
実
施
さ
れ
た
箕
面
市
消
防
団「
歳
末
消
防
特
別
警

戒
」に
伴
い
、寒
さ
厳
し
い
中
、地
域
の
防
火
防
災
の
た

め
警
戒
に
あ
た
ら
れ
て
い
た
消
防
団
員
に
対
し
、感
謝

の
意
を
表
し
、市
内
二
十
三
消
防
分
団
に
本
協
会
か

ら
の
激
励
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

近
年
、都
市
化
の
進
展
や
建
築
構
造
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、災
害
や
火
災
の
態
様
は
複
雑
多
様
化
・
大

規
模
化
の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。
火
災
な
ど
の
災

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が
日

頃
か
ら
防
災
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、自
主
的
な

防
火
防
災
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。

　

本
協
会
は
、自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
認
識
を
更

に
高
め
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
、火
災
予
防
の
啓

発
と
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、会
員
事
業
所
の
防
火
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を

推
進
し
、次
の
事
項
を
重
点
目
標
と
し
て
積
極
的
に

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
と
の
関
係
性
な
ど
大
変
興
味
深
い
内
容
で
、先

人
の
体
験
や
経
験
が
知
恵
と
な
り
神
社
の
持
つ
地
理

的
優
位
性
が
避
難
場
所
と
な
り
地
域
防
災
の
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
地
盤
の
動
き
や
震
災
直
後
の

様
子
を
映
像
で
見
聞
き
で
き
、地
震
災
害
な
ど「
災

害
」に
対
す
る「
防
災
・
減
災
」の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
「
株
式
会
社
コ
ー
ア
ツ 

三
田
工
場
」で
は
各
種
ガ
ス

消
火
設
備
に
つ
い
て
、そ
の
効
果
の
説
明
を
は
じ
め
製

造
過
程
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、日
常
生

活
で
は
経
験
す
る
こ
と
の
な
い「
低
酸
素
体
験
室
」で
、

消
火
ガ
ス一
本
の
放
出
で
約
十
二
％
と
な
る
酸
素
濃
度

の
状
態
な
ど
本
当
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
二
施
設
の
視
察
を
通
し
て
、箕
面
市
防
火
協

会
の
め
ざ
す「
火
災
の
な
い
安
全
な
街
づ
く
り
・
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
」を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、防
火
協
会

各
事
業
所
を
は
じ
め
市
民
や
消
防
本
部
な
ど
関
係
機

関
と
共
に
火
災
予
防
や
防
災
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、懇
親
会
で
は
、和
や
か
に
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

視察研修会の様子

講演会の様子
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☆
広
報
活
動
の
実
施

　

消
防
車
両
に
よ
る
巡
行
宣
伝
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・
立
看
板
・

の
ぼ
り
旗
及
び
ポ
ス
タ
ー
他
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
よ
る
火
災
予
防

を
広
報
し
ま
す
。

☆
防
火
教
室
の
開
催

　

事
務
所
・
自
治
会
及
び
自
主
防 

災
組
織
な
ど
を
対
象
に
防
火
教
室 

を
開
催
し
、
火
災
予
防
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

☆
立
入
検
査
の
実
施

　

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設

な
ど
へ
の
立
入
検
査
を
実
施
し
、

各
施
設
の
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

☆
消
防
団
ポ
ン
プ
性
能
試
験

　

消
防
団
車
両
二
十
二
台
の
点
検

整
備
を
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

体験コーナー 消防訓練

箕
面
市 

消
防
出
初
式

箕
面
市 

消
防
出
初
式

令
和
八
年

　
令
和
八
年
一
月
三
日（
土
）、箕
面
市
の
新
年
幕
開
け
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
、市
立

萱
野
東
小
学
校
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、穏
や
か
な
日
差
し
の
中
、多
数

の
来
賓
と
市
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
職
員
、消
防
団
員
、学
生
消
防
隊
員
、少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
総
勢
五
百

三
十
七
名
と
消
防
車
両
三
十
台
が
、威
風
堂
々
と
行
進
す
る
入
場
分
列
行
進
に
始
ま

り
、次
に
、市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
ま
し
た
防
火
作
品（
火
災
予
防
啓
発
の
図

画
・
習
字
）の
大
阪
府
消
防
協
会
豊
能
地
区
支
部
長
表
彰
が
行
わ
れ
、入
賞
・
入
選
者
十

四
名
が
同
支
部
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
訓
練
で
は
、消
防

職
員
、消
防
団
員
、学
生

消
防
隊
員
が
参
加
し
た

訓
練
が
披
露
さ
れ
、ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
被
害

状
況
の
確
認
と
、屋
上
か

ら
の
緊
急
脱
出
、消
防
車

両
に
よ
る
一
斉
放
水
な

ど
、見
応
え
の
あ
る
迫
力

の
内
容
で
、来
場
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
訓
練
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、出
初
式
終
了

後
に
は
、体
験
コ
ー
ナ
ー

が
開
設
さ
れ
、本
協
会
が

寄
贈
し
た
電
気
ミ
ニ
消

防
車
・ミ
ニ
救
急
車
に
乗

る
こ
と
が
で
き
た
り
、小

型
ポ
ン
プ
車
に
乗
車
し

写
真
を
撮
っ
た
り
、他
に

も
水
消
火
器
体
験
・
防

火
衣
を
着
用
し
た
消
防

士
体
験
な
ど
、ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
長
蛇
の
列
で
、多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
今
年
も
三
月
一
日（
日
）か
ら
七
日

（
土
）ま
で
の
七
日
間
、『
急
ぐ
日
も 

足
止

め
火
を
止
め 
準
備
よ
し
』を
全
国
統
一
防

火
標
語
と
し
、春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、尊
い
命
や
大

切
な
財
産
を
一
瞬
に
し
て
灰
に
し
て
し
ま

う
恐
ろ
し
い
火
災
。全
国
的
に
は
、令
和

六
年
中
三
万
七
千
百
四
十
一
件
の
火
災
が

発
生
し
、千
四
百
五
十
一
名
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
の
原
因
の
大
半
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
重
要
性
を
自
覚

し
、火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
箕
面
市
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、火

災
発
生
に
よ
る
死
傷
事
故
や
大
切
な
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、こ
の
運
動
を
契

機
と
し
て
、日
頃
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対

す
る
警
戒
心
を
喚
起
し
、市
民
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
火
災
予
防

を
推
進
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
皆
さ
ん
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、消
防
設
備
等
の
点
検
や
、消
火
・

避
難
・
通
報
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、日
頃
の
備
え
と
し
て
防
火
体
制
の
充

実
強
化
の
推
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
協
会
と
し
ま
し
て
も
、効
果
的
な

火
災
予
防
運
動
が
推
進
で
き
ま
す
よ
う

に
、消
防
本
部
が
実
施
す
る
行
事
に
ご
協

力
い
た
し
ま
す
。

防火作品表彰 入場分列行進

消
防
本
部
の
主
な
行
事
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令和7年  消防概況 （箕面市管内）※速報値令和7年  消防概況 （箕面市管内）※速報値

　火災件数は27件で、昨年(26件)と
比べ1件増加しており、おおむね13日に
1件の割合で発生したことになります。
また、火災により2名の方が亡くなられ、
9名の方が負傷されています。
　判明している火災原因は、電気関
係が10件で最も多く、次にたばこが
5件、コンロが2件と続いています。

　救急件数は8 , 6 1 5 件で昨年
（8,849件）と比べ234件減少してお
り、1日あたり約23.6件の割合で救急
隊が出動したことになります。
　事故種別では、急病が最も多く、
救急件数の63.1％を占めており、次
に一般負傷、転院搬送、交通事故と
続いています。

　救助件数は131件で昨年(86件)
と比べ45件増加しており、救助人員
は68名で、昨年(44名)と比べ24名
増加しています。
　事故種別では建物等による事故
が94件で最も多く、次に交通事故が
13件、火災（建物）が5件と続いてい
ます。

火災 27件
火災種別
  ◇建物火災     20件
  ◇車両火災   　 1件
  ◇その他の火災  　6件
 死　者          2 名
 負傷者  　　　       9  名
 損害額  26,585千円
　　　　　　　＊損害額調査中12件

救急 8,615件
事故種別
  ◇ 急　　病　　   5,441件
  ◇ 一般負傷　　　1,569件
  ◇ 転院搬送　　　　804件
  ◇ 交通事故　　　　515件
  ◇ そ の 他　　　　286件

  搬送人員　   7,967名

救助 131件
事故種別
  ◇ 建物等による事故  94件

  ◇ 交通事故　　       13件

  ◇ 火災（建物）　　　　5件

  ◇ その他の事故　　 19件

  救助人員　     68名

　消防本部では、昨年10月に新任消防士4名を採用し、大阪府立消防学校において、半年間の後期初
任科教育に派遣され、この3月末に修業し各消防署所に配属勤務されます。
　今後の活躍を期待しています。頑張ってください!新

任
消
防
士
紹
介

新
任
消
防
士
紹
介

大森　雄生（消防学校）
おおもり もり しん の すけゆう き

森　新之介（消防学校） 小原　颯太（消防学校）
お はら そう き むら ゆう たた

木村　勇太（消防学校）

消防本部からのお知らせ
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消防本部からのお知らせ

火災予防条例が改正され、「林野火災警報」「林野火災注意報」の運用を開始しています

『マイナ救急』について

2025年10月1日（水）から全国一斉実証事業スタート

あなたの命を守る「マイナ救急」
～ マイナンバーカードを活用した救急事業の実証事業 ～

林野火災注意報とは？

　箕面市消防本部では、林野火災の予防を目的とした「林野火災警報等」の
運用を令和8年1月1日より開始しています。林野火災警報等が発令されて
いる際には火の使用に関する制限が設けられ、これに従わない場合には罰
金や拘留などの罰則が適用される場合があります。

　林野火災の予防上注意を要する気象状況になった場合に【林野火災
注意報】を発令し、林野火災予防にかかる注意喚起を行うとともに、指定
する区域において火の使用制限の努力義務が課されます。

　マイナ救急とは、救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登
録したマイナンバーカード）をカードリーダーで読み取り、これまで受診した病院
や処方された薬などの医療情報を閲覧するしくみのことです。閲覧した情報は、
より適切な応急処置、搬送先の選定のために活用されます。
　マイナ救急の実施に当たっては、原則、救急隊員がマイナ保険証の写真と傷
病者の顔を見比べて本人確認を行い、同意を得た上で医療情報を閲覧します。
　もしもに備えて、マイナ保険証を持ち歩きましょう。

林野火災警報とは？
　林野火災の予防上危険な気象状況になった場合に【林野火災警報】を
発令し、指定する区域において火の使用制限の義務を行います。

発令されたらどうしたらいいの？ 詳しくは
市ホームページを
ご確認ください

「マイナ救急」について
詳しくは総務省ホームページ
をご覧ください

　「林野火災注意報」又は「林野火災警報」が発令された場合は、箕面市
火災予防条例第29条に規定する火の使用制限を行います。

発令対象区域は？
　「林野火災注意報」又は「林野火災警報」が発令された場合は、あらかじめ
指定した区域において火の使用の制限がかかります。「大阪府知事が作成す
る地域森林計画に定める民有林」及び「近畿中国森林管理局が作成する国
有林の地域森林計画書に定める国有林」の敷地が該当区域になります。

発令する時期は？
　降雨量が少なく空気が乾燥し、林野火災の多い1月から5月に発令します。

☆お問い合わせ先☆　消防本部予防室　☎072‒724‒9995（直通）

☆お問い合わせ先☆　消防本部消防企画室 救急企画グループ　☎072‒724‒9009（直通）

もしもに備えてマイナ保険証を
持ち歩きましょう!
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協会事業所のご紹介

2026年設立75周年を迎えた老舗問屋株式会社萬栄のグループ店として
箕面船場に拠点をおくジェットは、衣・食・住すべてのジャンルにおいて
百貨店並みのグレードと安心品質の商品が「卸売り」ならではの価格で揃う
「会員制総合卸の店」です。

協会事務局からのお知らせ

防
火・防
災
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に

防
火・防
災
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に

　

本
協
会
で
は
、「
火
災
の
な
い
安
全
な

街
づ
く
り
・
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、各
種
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、防
火
・
防
災
へ
の
取
り

組
み
の
輪
を
更
に
拡
げ
る
た
め
に
、新
規

加
入
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

本
協
会
の
事
業
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

け
る
お
知
り
合
い
の
事
業
所
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
講
習
会
用

テ
キ
ス
ト
助
成

防
火
管
理
講
習
会
用

テ
キ
ス
ト
助
成

◎
防
火
管
理
者
が
必
要
な
事
業
所

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、収
容
人
員

が
十
人
以
上
、特
定
の
事
業
所（
病
院・飲

食
店・物
品
販
売
店
舗
な
ど
）で
は
、収
容

人
員
三
十
人
以
上
、そ
の
他
の
事
業
所（
倉

庫・工
場・事
務
所
な
ど
）で
は
、収
容
人
員

五
十
人
以
上
で
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
火
管
理
者
に
な
る
た
め
に
は
、防
火

管
理
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
、本

協
会
で
は
、例
年
五
月
ご
ろ
に
箕
面
市
消

防
本
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
甲
種
防
火

管
理
講
習
」の
受
講
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト
の

助
成
を
行
って
い
ま
す
。

　

防
火
管
理
講
習
を
受
講
さ
れ
る
会
員

事
業
所
の
皆
さ
ま
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
た
だ
し
、一
事
業
所
に
つ
き
、二
名
ま
で

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
」へ
の
参
画

に
つ
い
て

「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
」へ
の
参
画

に
つ
い
て

消
火
器
の
購
入
助
成

　

地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
消
防

団
の
団
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
経
済
の
進
展
に
よ
り
就
業
構
造
な

ど
が
大
き
く
変
化
し
、
全
国
的
に
も
消

防
団
員
の
約
七
割
が
被
雇
用
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
消
防
団
の
活

性
化
の
た
め
に
は
、
被
雇
用
者
が
入
団
し

や
す
く
、
か
つ
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る

一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要

と
な
って
き
て
い
ま
す
。

　
「
箕
面
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
は
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ

の
便
宜
や
、
地
域
防
災
の
た
め
、
従
業
員

の
消
防
団
へ
の
入
団
を
促
進
す
る
な
ど
、

消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
に

対
し
て
、
消
防
本
部
が
表
示
証
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。
表
示
証
を
掲
示
す
る
こ

と
で
、
協
力
事
業
所
の
信
頼
性
向
上
や
消

防
団
と
事
業
所
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の

　

本
協
会
で
は
、事
業
所
内
で
の
消
火

器
の
設
置
普
及
を
図
る
た
め
に
、次
の

と
お
り
購
入
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、詰
替

の
斡
旋
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型

粉
末
消
火
器
）一
本　

二
，〇
〇
〇
円

（
た
だ
し
、一
年
度
内
に
お
い
て
、会
費

一
口
に
つ
き
一
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

◆
助
成
以
外
の
消
火
器（
Ａ
Ｂ
Ｃ
10
型

粉
末
消
火
器
）一
本　

七
，二
二
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

箕
面
市
防
火
協
会
事
務
局 

　
☎
０
７
２（
７
２
４
）９
０
０
２（
直
通
）

一
層
の
強
化
を
促
進
し
、
地
域
に
お
け
る

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
事
業
所
の
社
会
的
貢
献

を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
合
わ
せ
て
、
消
防
団
員
の
活
動
な
ど

への
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
も
あ
り

ま
す
。
表
示
証
は
、
事
業
所
の
見
え
や
す

い
場
所
に
掲
示
さ
れ
る
ほ
か
、
事
業
所
の

印
刷
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま

が
本
制
度
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
参
画
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会員制総合卸 ジェット




